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ははじじめめにに

飼料用稲は令和3年度において16万ヘクタールが作付けされており、
水田活用を進めるための戦略作物の中で大きなウェイトを占めるだけで
なく、極短穂茎葉型WCS専用品種など特徴ある品種が開発され畜産農
家の飼料として定着してきています。
しかし、飼料用稲は、イタリアンライグラス等の牧草と比較してタン

パク質含有量が低いため、これのみを多給した場合は肉用牛の繁殖雌牛
の成績低下や生産された子牛の発育不良などの問題が発生する可能性が
あります。
このため当協会ではJRAの支援を受け平成31年度から3年間にわたり

飼料用稲の品種のうちタンパク質含有量の多い品種を選定するとともに、
その能力を発揮するための栽培技術を確立するための高タンパク飼料用
稲調査事業を実施し、結果をこのパンフレットにまとめました。本パン
フレットが飼料用稲の生産・利用に携わっておられる関係者の皆様のお
役に立つことを願っております。

１１ 飼飼料料用用稲稲専専用用品品種種のの特特徴徴

飼料用稲専用品種には、稲ホールクロップサイレージ（以降、「稲
WCS」という。）専用品種、飼料米専用品種及びこれらの兼用品種が
あります。
稲WCS専用品種には従来型品種と極短穂茎葉型品種（穂が短く、籾

の収量が極端に小さい品種。以降、「極短穂型品種」という。）が含ま
れます。
飼料用稲専用品種は主食用品種よりも生育が旺盛で、その能力を最大

限に生かすためには主食用品種の1.5〜２倍程度の多肥栽培が必要です。
この際、飼料用稲専用品種は倒伏性に優れるものが多いものの、極端な
多肥栽培、密植、直播などの栽培条件では倒伏を招く可能性があること
に注意が必要です。
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つきはやか 東北中部以南 ＷＣＳ 早 長 茎葉型 極強 不明 やや弱 抵抗性

つきあやか
東北南部・
北関東以南

ＷＣＳ 中 長 茎葉型 極強 不明 中 抵抗性

つきすずか 関東～九州 ＷＣＳ
極晩

（９月

上旬）

極長 茎葉型 極強 不明 強 抵抗性

つきことか 東海～九州 ＷＣＳ
極晩

（９月

末）

極長 茎葉型 やや強 不明 やや強 抵抗性

たちあやか
東北中南部・北陸
・関東～九州

ＷＣＳ 中 長 茎葉型 極強 不明 中 罹病性

たちすずか 関東～九州 ＷＣＳ
極晩

（９月

上旬）

極長 茎葉型 極強 不明 強 罹病性

たちはやて 関東以西 ＷＣＳ 早 極長 茎葉型 極強 不明 弱 抵抗性

リーフスター 関東～中国・四国 ＷＣＳ 極晩 極長 茎葉型 強 中 中 罹病性

タチアオバ 九州 ＷＣＳ 極晩 極長 穂重型 極強 中 やや弱 抵抗性

ミナミユタカ 九州 ＷＣＳ 極晩 長 中間型 強 不明 不明 不明

べこごのみ
東北中北部
及びそれ以南

兼用 極早 中 穂重型 強 強 弱 罹病性

べこあおば
東北中南部・
北陸・中部

兼用 早 短 穂重型 強 （圃場抵抗 弱 罹病性

夢あおば
東北中南部・
北陸・中部

兼用 早 中 穂重型 強 不明 強 抵抗性

ホシアオバ
東北中南部・北陸
・関東～九州

兼用 中 長 穂重型 やや強 不明 強 抵抗性

モミロマン 関東～中国・四国 兼用 中晩 やや短 極穂重型 極強 不明 弱 罹病性

クサホナミ 関東～中国・四国 兼用 晩 長 穂重型 強 不明 やや強 抵抗性

モグモグ
あおば

九州 兼用 晩 長 穂重型 強 不明 やや弱 抵抗性

みなちから 関東～九州
飼料用

米
中 短 穂重型 極強 強 やや弱 抵抗性

ミズホチカラ 九州
飼料用

米
晩 短 穂重型 極強 不明 弱 罹病性

・極長稈で倒伏することがあるため、密植や極端な多肥は避ける。

・いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。

除草剤の成分であるベンゾビシクロン、テフリルトリオン、メソトリオンに感受性な

ので、これら成分を含む除草剤は使用しない。

いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には注意を要する。

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。

いもち病には基幹防除を励行する。

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。

極端な多肥栽培は避けること。いもち病には見かけ上は強いが、基幹防除を励

行する。

用途（飼
料用）

いもち病真性抵抗性があり、いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には

注意を要する。大粒種子のため播種量を多めにする。

いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には注意を要する。ニカメイガの適

期防除に努めること。極端な多肥は避けること。

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、病原菌

のレースの変化に注意する。また、白葉枯病、縞葉枯病に罹病性であるので、常

発地での作付は避ける。除草剤の成分であるベンゾビシクロン、テフリルトリオ

ン、メソトリオンに感受性なので、これら成分を含む除草剤は使用しない。

いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には注意を要する。極端な多肥は

避けること。縞葉枯病抵抗性の程度は高くないので、常発地では注意を要する。

いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には注意を要する。白葉枯病に弱

いので常発地帯では作付けしない。

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。

いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には注意を要する。

いもち病に見かけ上は強いが、抵抗性の変化には注意を要する。

白葉枯
病

縞葉枯
病

栽培上の注意

形　　質 耐病性

いもち病には強いが、抵抗性の変化には注意を要する。

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。

品種名 栽培適地

いもち病に見かけ上は強いが、いもち病真性抵抗性が不明であるので、抵抗性

の変化には注意を要する。除草剤の成分であるベンゾビシクロン、テフリルトリオ

ン、メソトリオンに感受性なので、これら成分を含む除草剤は使用しない。

早晩
性

稈長 草型
耐倒
伏性

いもち
病

表１ 一般社団法人日本飼料作物種子協会で取り扱う飼料用稲専用品種の特性
（品種選定の参考にしてください）

※ 令和４年度播種用飼料用イネの栽培と特性（一般社団法人 日本草地畜産種子協会）１８頁より引用。
品種欄の⾊の区分；⻩⾊＝極短穂型品種、⻘⾊＝従来型ＷＣＳ専用品種、緑⾊＝兼用品種、橙⾊＝飼
料用米専用品種
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極極短短穂穂型型品品種種；；たたちちああややかか兼兼用用品品種種；；モモミミロロママンン

飼料作物研究所試験区水田（栃木県那須塩原市）

極極短短穂穂型型品品種種；；つつききははややかか兼兼用用品品種種；；モモミミロロママンン 従従来来型型WWCCSS専専用用品品種種；；
たたちちははややてて
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２２ 飼飼料料用用稲稲ののタタンンパパクク質質含含量量ににつついいてて
（１）飼料用稲は牧草に比べてタンパク質含量が低く、稲WCSを単味給与

している肉用牛繁殖農家では、繁殖障害、子牛の生時体重減、発情再起
の遅延などを引き起こした例があります。品種・栽培地・栽培方法に
よってもタンパク質含量が変動します。

（２）当協会では、平成31年〜令和３年の３年間に亘り、全国7カ所の試験
地で飼料用稲専用品種２３品種について窒素肥料の施肥水準を変えて栽
培試験を行い、粗タンパク質含量や収量等に及ぼす影響を調査しました。
この結果、極端な多肥条件では、地上部乾物収量で１割程度、粗タンパ
ク質含量では４〜７割程度増加させることができました（表２）。また、
晩生品種ほど、収量が高くなるものの、粗タンパク質含量は低くなる傾
向がありました（図１）。

表２ 極端な多肥による収量及び粗タンパク質含量の向上効果（令和３年度）

注 １）地上部全体についての値（供試した全品種の平均値）である。
２）標準区は主食用品種での慣行の窒素施肥水準、極多肥区はその４倍の窒素施

肥水準である。

標準施肥区（Ａ） 極多肥区（Ｂ） Ｂ／Ａ 標準施肥区（Ａ） 極多肥区（Ｂ） Ｂ／Ａ

極短穂型品種 1,546 1,724 1.12 5.2 9.0 1.73
従来型ＷＣＳ専用品種 1,534 1,662 1.08 5.7 9.3 1.63

兼用品種 1,333 1,434 1.08 7.1 10.7 1.51

飼料用米専用品種 1,434 1,556 1.09 7.3 10.1 1.38

品種の区分
乾物収量（kgDM/10a、倍） 粗タンパク質含量（％、倍）
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＊飼料作物研究所（栃木県）

注 １）地上部全体についての値である。
２）標準区は主食用品種での慣行の窒素施肥水準、極多肥区はその２倍の窒素施肥水準
である。

（３）窒素肥料を多く施用した場合の地上部全体の粗タンパク質含量は、極短穂
型品種では早生の「つきはやか」、中生の「つきあやか」、「たちあやか」
が、従来型WCS専用品種では早生の「たちはやて」が高い値を示す傾向が
ありました（図２）。一方、兼用品種の地上部全体及び籾、飼料用米専用品
種の籾では、試験地及び試験年次による変動が大きく、品種間の違いは必ず
しも明確ではありませんでした。なお、飼料用稲を作付けする際は、粗タン
パク質含量のみならず用途や作付け体系に適した品種を選択する必要があり
ます。

⻩熟期に達した日 ⻩熟期に達した日

黄熟期に達した日 黄熟期に達した日

図１ 飼料用稲の早晩性と収量及び粗タンパク質含量の関係（令和２年度）

＊山形大学（山形県）
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図２ 窒素多肥条件での飼料用稲専用品種の粗タンパク質含量（DM%）
極短穂型品種・地上部全体

粗
タ
ン
パ
ク
質
含
量
（
D
M
%
）

従来型WCS専用品種・地上部全体

粗
タ
ン
パ
ク
質
含
量
（
D
M
%
）

粗タンパク質含量が高い

粗タンパク質含量が高い

兼用品種・地上部全体

粗
タ
ン
パ
ク
質
含
量
（
D
M
%
）

早早生生 晩晩生生

早早生生 晩晩生生

早早生生 晩晩生生
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兼用品種・籾
粗
タ
ン
パ
ク
質
含
量
（
D
M
%
）

飼料米専用品種・籾

粗
タ
ン
パ
ク
質
含
量
（
D
M
%
）

注：各試験年次の極多肥区での⻩熟期（地上部全体）及び完熟期（籾）の成績を示す。なお、
施肥水準は、平成31年度及び令和２年度は標準施肥量の2倍、令和３年度は同４倍とした。
試験場所は次の通り。
山形：山形大学、栃木：当協会飼料作物研究所、岡山：農林水産総合センター、山口：山
口県農林総合技術センター、熊本１：家畜改良センター熊本牧場、熊本２：当協会九州試
験地、宮崎：宮崎県総合農業試験場。

早早生生 晩晩生生

早早生生 晩晩生生
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３３ 飼飼料料用用稲稲のの低低タタンンパパクク質質含含量量にに対対すするる対対応応
（１）飼料用稲を適切に肥培管理することにより、収量を高めるとともにタン

パク質含量についても高めることが可能です。この場合、基肥ではなく
穂肥を中心に窒素肥料を施用することで、倒伏をある程度抑えながらタ
ンパク質含量を高めることができます。標準施肥量（主食用品種での慣
行施用量）の４倍の施肥量では乾物中の粗タンパク質含量が約13％に達
する例も見られました。しかしながら標準施肥量の２倍を超える施肥で
は倒伏の危険も高まりますので十分な注意が必要です。

（２）飼料用稲の能力を十分に発揮させるために、先ず栽培する際に窒素を
十分施用することで収量と粗タンパク質含量を高め、それでも家畜に給
与する際にタンパク質が不足する場合は大豆粕やイネ科牧草等の併給で
補います。この場合、飼料分析結果に基づいた飼料設計が大切です。

（３）飼料用稲は他の作物に比べて硝酸態窒素を蓄積しにくく(図３）、窒素
肥料を多給しても硝酸態窒素濃度が家畜に害を及ぼす可能性のある水準
（1,000ppm以上）にまで高まることはありません。

（４）極短穂型品種以外の飼料用稲品種を窒素多肥条件で栽培した場合、サイ
レージ品質が低下することがあると指摘されており（草ら、2016年）、
これを回避するためには乳酸菌の添加が有効です。

（５）窒素多肥条件で栽培する場合、倒伏に加えイネツトムシ等の病害虫の発
生に注意が必要です。

図３ 主な飼料の硝酸態窒素濃度
注）日本標準飼料成分表（2009年）及び農研機構畜産草地
研究所（2006年）による
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（１）極短穂型品種では①未消化で排泄されやすい籾が少なく栄養ロスが小さい、
②茎葉に糖分が蓄積されるため良質のサイレージを調製できる、③繊維の消
化性が良くTDN含量が高い、④収穫適期が⻑い等の優れた性質を持っていま
す（詳しくは農研機構「極短穂茎葉型品種を活用したイネホールクロップサ
イレージ生産体系標準作業手順書」
（https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/13501
7.html）をご覧ください。）。

（２）極短穂型品種は従来型品種に比べて低い粗タンパク質含量を示す傾向があ
りますが、未消化で排泄されやすい籾をあまりつけないことから、利用可能
なタンパク質量は両者に大きな違いはないと見込まれます。一方で、極短穂
型品種は従来型品種に比べてTDN含量が高いことから、これとのバランスを
取るうえで大豆粕等の併給がより重要となります。

（３）極短穂型品種では従来型品種と異なり、窒素施肥量が多いほど単少糖類含
量が高くなるためサイレージの発酵品質低下が起こらない（草ら、2017
年）ことからも、窒素多給が有効です。

４４ 極極短短穂穂型型品品種種ににつついいてて

極短穂型品種「つきはやか」
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５５ 飼飼料料用用稲稲タタンンパパクク質質改改善善栽栽培培技技術術実実証証調調査査事事例例紹紹介介

☆☆令令和和22年年度度調調査査
＊＊33水水準準のの窒窒素素施施用用にによよるる粗粗タタンンパパクク質質含含量量及及びび収収量量比比較較

標標準準区区；；主主食食用用品品種種ででのの慣慣行行のの窒窒素素水水準準をを施施用用（（基基肥肥））
多多肥肥区区；；標標準準区区のの11..55倍倍のの窒窒素素水水準準をを施施用用（（追追肥肥重重点点））
極極多多肥肥区区；；標標準準区区のの22倍倍のの窒窒素素水水準準をを施施用用（（追追肥肥重重点点））

調査機関 飼料作物研究所 九州試験地

水田所在地 栃木県那須塩原市 熊本県玉名市

供試品種名 夢あおば たちはやて

実証試験区名 標準区 多肥区 極多肥区 標準区 多肥区 極多肥区

試験区面積 1,753㎡ 1,225㎡ 1,895㎡ 2,317㎡ 1,053㎡ 1,240㎡

移植時期 令和2年5月30日 令和2年6月26日

栽植密度 17千株／10a 16千 株／10a

堆肥投入の有無 無（前作レンゲ） 無（前作ミズホチカラ）

施肥（10a当り
Ｎ成分量）

基肥；10kg 基肥；10kg
穂肥；5kg

基肥；10kg
穂肥；10kg 基肥；12kg 基肥；12kg

穂肥；6kg
基肥；12kg
穂肥；12kg

10kg 15kg 20kg 12kg 18kg 24kg

試料採
取時期

⻩熟期 令和2年9月18日 令和2年10月9日

完熟期 令和2年10月18日 令和2年11月12日

試料採
取部位

⻩熟期 地上部全体 地上部全体

完熟期 籾 籾
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令令和和２２年年度度のの実実証証試試験験結結果果

★
★

★ ★

〇作型

試験地 品種 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 備考

栃木 夢あおば 穂肥；7/22

注） 〇；移植日、△；出穂期、×⻩熟期、●完熟期

たちはやて 穂肥；8/1熊本 6/26移植

〇〇

10/9

5/30移植
××
9/18

〇〇 ××

△△

△△

●●

10/18

●●

11/12

標準 多肥 極多肥 標準 多肥 極多肥

栃木

夢あおば

熊本

たちはやて

地上部 6.5 7.2 7.2 8.3 8.5 8.2
籾 7.5 7.2 7.2
玄米 8.7 8.3 8.3

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

粗粗
タタ
ンン
パパ
クク
質質
含含
量量
％％

施施肥肥別別・・部部位位別別粗粗タタンンパパクク質質含含量量



− 12 −

☆☆令令和和３３年年度度調調査査
＊＊33水水準準のの窒窒素素施施用用にによよるる粗粗タタンンパパクク質質含含量量及及びび収収量量比比較較

少少肥肥区区；；主主食食用用品品種種ででのの慣慣行行のの１１／／２２のの窒窒素素水水準準をを施施用用
多多肥肥区区；；慣慣行行のの11..55倍倍のの窒窒素素水水準準をを施施用用（（追追肥肥重重点点））
極極多多肥肥区区；；慣慣行行のの22..55倍倍のの窒窒素素水水準準をを施施用用（（追追肥肥重重点点））

調査機関 飼料作物研究所 九州試験地

水田所在地 栃木県那須塩原市 熊本県玉名市

供試品種名 夢あおば タチアオバ

実証試験区名 標準区 多肥区 極多肥区 標準区 多肥区 極多肥区

試験区面積 1,753㎡ 1,225㎡ 1,895㎡ 2,317㎡ 1,053㎡ 1,240㎡

移植時期 令和3年6月15日 令和3年7月3日

栽植密度 17千株／10a 16千 株／10a

堆肥投入の有無 無（前作レンゲ） 無（前作たちはやて）

施肥（10a当り
Ｎ成分量） 基肥；5kg 基肥；5kg

穂肥；10kg
基肥；5kg

穂肥；20kg 基肥；5kg 基肥；5kg
穂肥；10kg

基肥；5kg
穂肥；20kg

5kg 15kg 25kg 5kg 15kg 25kg

試料採
取時期

⻩熟期 令和3年9月24日 令和3年10月8日

完熟期 令和3年10月15日 令和3年10月20日

試料採
取部位

⻩熟期 ホールクロップ ホールクロップ

完熟期 籾 籾
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令令和和３３年年度度のの実実証証試試験験結結果果

★
★

★ ★

〇作型

試験地 品種 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 備考

栃木 夢あおば 穂肥；8/12

注） 〇；移植日、△；出穂期、×⻩熟期、●完熟期

タチアオバ 穂肥；8/8熊本
7/3移植

〇〇

10/8

6/15移植
××
9/24

〇〇 ××

△△

△△

10/15
●●

●●

10/20

標準 多肥 極多肥 標準 多肥 極多肥

栃木

夢あおば

熊本

タチアオバ

地上部 7.2 8.8 9.9 4.7 5.6 7.6
籾 7.7 8.7 8.3
玄米 9.0 9.9 9.4

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

粗粗
タタ
ンン
パパ
クク
質質
含含
量量

％％

施施肥肥別別・・部部位位別別粗粗タタンンパパクク質質含含量量

標準 多肥 極多肥 標準 多肥 極多肥

栃木 熊本

夢あおば タチアオバ

収量 1,047 1,183 1,425 939 1,358 1,419

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600

乾
物

収
量

（
ｋ
ｇ/10a）

乾乾物物収収量量のの比比較較
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両地域とも、施用した窒素成分量が増加するに従
い粗タンパク質含量及び収量は増加し、最大で地上
部全体での粗タンパク質含量約10％、乾物収量約1.4
トン/10aの値が得られた。

令令和和３３年年度度のの実実証証試試験験水水田田
品品種種「「夢夢ああおおばば」」栃栃木木県県那那須須塩塩原原市市



＜＜飼飼料料用用イイネネ専専用用品品種種種種子子のの入入手手方方法法ににつついいてて＞＞
現在、飼料用イネ専用品種の種子については、（一社）日本草地畜産種子協会等から供給しています。
（一社）日本草地畜産種子協会から、種子の配布をする場合は以下の通りです。
１．種子配布の申し込みは、各都道府県の畜産・農産課等担当窓口へお申し込み下さい。
２．配布重量は、各品目とも２０kg単位です。
３．配布価格は、各都道府県の畜産・農産課等担当部署または当協会にお問い合せ下さい。
４．詳細は下記ホームページをご覧下さい。

協会ホームページ（http://souchi.lin.gr.jp）→協会からのお知らせ→「〇〇年播種用飼料用イネ種子の予約販売について」
５．問い合わせ先： 〒101-0035東京都千代田区神田紺屋町8番地 ＮＣＯ神田紺屋町ビル 4階

（一社）日本草地畜産種子協会 電話03-3251-6501 FAX03-3251-6507

窒窒素素吸吸収収試試験験をを実実施施ししたた機機関関

①①

②②

③③
④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

地図の
番号 試験実施機関名 住    所

① 山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター 山形県鶴岡市高坂古町 5-3

② 一般社団法人 日本草地畜産種子協会飼料作物研究所 栃木県那須塩原市東赤田388-5

③ 岡山県 農林水産総合センター 農業研究所 岡山県赤磐市神田沖1174-1

④ 山口県 農林総合技術センター畜産技術部 山口県美祢市伊佐町河原1200

⑤ （独）家畜改良センター熊本牧場 熊本県玉名市横島町共栄37

⑥ 一般社団法人 日本草地畜産種子協会九州試験地 熊本県合志市竹迫１７４０

⑦ 宮崎県農業総合試験場 宮崎県宮崎市佐土原町下那珂5851

＜＜飼飼料料用用イイネネ専専用用品品種種種種子子のの入入手手方方法法ににつついいてて＞＞
現在、飼料用イネ専用品種の種子については、（一社）日本草地畜産種子協会等から供給しています。
（一社）日本草地畜産種子協会から、種子の配布をする場合は以下の通りです。
１．種子配布の申し込みは、各都道府県の畜産・農産課等担当窓口へお申し込み下さい。
２．配布重量は、各品目とも２０kg単位です。
３．配布価格は、各都道府県の畜産・農産課等担当部署または当協会にお問い合せ下さい。
４．詳細は下記ホームページをご覧下さい。

協会ホームページ（http://souchi.lin.gr.jp）→協会からのお知らせ→「〇〇年播種用飼料用イネ種子の予約販売について」
５．問い合わせ先： 〒101-0035東京都千代田区神田紺屋町8番地 ＮＣＯ神田紺屋町ビル 4階

（一社）日本草地畜産種子協会 電話03-3251-6501 FAX03-3251-6507

窒窒素素吸吸収収試試験験をを実実施施ししたた機機関関

①①

②②

③③
④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

地図の
番号 試験実施機関名 住    所

① 山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター 山形県鶴岡市高坂古町 5-3

② 一般社団法人 日本草地畜産種子協会飼料作物研究所 栃木県那須塩原市東赤田388-5

③ 岡山県 農林水産総合センター 農業研究所 岡山県赤磐市神田沖1174-1

④ 山口県 農林総合技術センター畜産技術部 山口県美祢市伊佐町河原1200

⑤ （独）家畜改良センター熊本牧場 熊本県玉名市横島町共栄37

⑥ 一般社団法人 日本草地畜産種子協会九州試験地 熊本県合志市竹迫１７４０

⑦ 宮崎県農業総合試験場 宮崎県宮崎市佐土原町下那珂5851

＜＜飼飼料料用用イイネネ専専用用品品種種種種子子のの入入手手方方法法ににつついいてて＞＞
現在、飼料用イネ専用品種の種子については、（一社）日本草地畜産種子協会等から供給しています。
（一社）日本草地畜産種子協会から、種子の配布をする場合は以下の通りです。
１．種子配布の申し込みは、各都道府県の畜産・農産課等担当窓口へお申し込み下さい。
２．配布重量は、各品目とも２０kg単位です。
３．配布価格は、各都道府県の畜産・農産課等担当部署または当協会にお問い合せ下さい。
４．詳細は下記ホームページをご覧下さい。

協会ホームページ（http://souchi.lin.gr.jp）→協会からのお知らせ→「〇〇年播種用飼料用イネ種子の予約販売について」
５．問い合わせ先： 〒101-0035東京都千代田区神田紺屋町8番地 ＮＣＯ神田紺屋町ビル 4階

（一社）日本草地畜産種子協会 電話03-3251-6501 FAX03-3251-6507

窒窒素素吸吸収収試試験験をを実実施施ししたた機機関関

①①

②②

③③
④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

地図の
番号 試験実施機関名 住    所

① 山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター 山形県鶴岡市高坂古町 5-3

② 一般社団法人 日本草地畜産種子協会飼料作物研究所 栃木県那須塩原市東赤田388-5

③ 岡山県 農林水産総合センター 農業研究所 岡山県赤磐市神田沖1174-1

④ 山口県 農林総合技術センター畜産技術部 山口県美祢市伊佐町河原1200

⑤ （独）家畜改良センター熊本牧場 熊本県玉名市横島町共栄37

⑥ 一般社団法人 日本草地畜産種子協会九州試験地 熊本県合志市竹迫１７４０

⑦ 宮崎県農業総合試験場 宮崎県宮崎市佐土原町下那珂5851

＜＜飼飼料料用用イイネネ専専用用品品種種種種子子のの入入手手方方法法ににつついいてて＞＞
現在、飼料用イネ専用品種の種子については、（一社）日本草地畜産種子協会等から供給しています。
（一社）日本草地畜産種子協会から、種子の配布をする場合は以下の通りです。
１．種子配布の申し込みは、各都道府県の畜産・農産課等担当窓口へお申し込み下さい。
２．配布重量は、各品目とも２０kg単位です。
３．配布価格は、各都道府県の畜産・農産課等担当部署または当協会にお問い合せ下さい。
４．詳細は下記ホームページをご覧下さい。

協会ホームページ（http://souchi.lin.gr.jp）→協会からのお知らせ→「〇〇年播種用飼料用イネ種子の予約販売について」
５．問い合わせ先： 〒101-0035東京都千代田区神田紺屋町8番地 ＮＣＯ神田紺屋町ビル 4階

（一社）日本草地畜産種子協会 電話03-3251-6501 FAX03-3251-6507

窒窒素素吸吸収収試試験験をを実実施施ししたた機機関関

①①

②②

③③
④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

地図の
番号 試験実施機関名 住    所

① 山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター 山形県鶴岡市高坂古町 5-3

② 一般社団法人 日本草地畜産種子協会飼料作物研究所 栃木県那須塩原市東赤田388-5

③ 岡山県 農林水産総合センター 農業研究所 岡山県赤磐市神田沖1174-1

④ 山口県 農林総合技術センター畜産技術部 山口県美祢市伊佐町河原1200

⑤ （独）家畜改良センター熊本牧場 熊本県玉名市横島町共栄37

⑥ 一般社団法人 日本草地畜産種子協会九州試験地 熊本県合志市竹迫１７４０

⑦ 宮崎県農業総合試験場 宮崎県宮崎市佐土原町下那珂5851


